
70 ● 4．呼吸器と吸引の物理

加し，ボイルの法則1）に基づいて胸腔の内圧が下がる。すると肺内部の肺
胞の体積も増加し，肺胞内圧が下がり大気圧以下になる。外界の空気が，
鼻と気管を通して肺胞内に吸い込まれてくる（図 4—2点線）。
　この胸腔内圧は，通常の吸息時には，大気圧に対して約－8 cmH2O2）の
陰圧3）（－6 mmHgの陰圧）になる。深呼吸のときは，もっと強い－40 
cmH2Oの陰圧にもなる。
b．呼　息
　呼息は，平常時においては胸郭の復元力と自重による沈下，および肺胞
自身の弾性収縮力によって受動的に行われる。
　こうして胸郭内部の体積が減少すると，ボイルの法則に基づいて胸腔内
圧が高まる。その影響で肺胞内圧が大気圧以上に高まって，肺胞内の空気
が外界に吐き出されることになる（図 4—2実線）。
　通常の呼息時の胸腔内圧は，大気圧に対して約－4 cmH2Oの陰圧（－3 
mmHgの陰圧）となる。
　ロウソクの火を吹き消すような強制呼息では，次の 2つの作用による。
①内肋間筋を収縮させ，持ち上がっていた肋骨を引き下げる。
②腹筋の収縮によって腹圧を高め，横隔膜を押し上げる。
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図　4‒1　胸腔（左）と呼吸のようす（右） 図　4‒2　  肺胞と胸腔の内圧の
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2）�cmH2Oは水柱の高さで表した圧力単位。mmHgは，水銀柱の高さで表した圧力単
位。ここで，cmH2Oの値を 10倍するとmmH2O，この値を水銀の密度 13.6で割り
算するとmmHgの単位に換算できる。

3） 陰圧：大気圧を平圧，大気圧より低い圧力を陰圧（負圧），大気圧より高い圧力を陽
圧（正圧）という。大気圧からどれほど差があるかを示す。こうした，大気圧を基準
にした相対的な圧力単位系のことを「ゲージ圧単位系」という。実生活では，圧力を
ゲージ圧単位系で表示することが多い。看護現場で吸引圧の設定，血圧，人体に関
する圧力数値はほとんどがゲージ圧表示である。
　ゲージ圧単位系に対して，真空の圧力（0気圧）を基準にした圧力単位系のことを，
「絶対圧単位系」という。よって，（絶対圧）＝（ゲージ圧）＋（1気圧）。
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